
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やまちゃん通信 
～第７号～ 

２０１３年７月 

“ゆとり”と“やすらぎ”のガーデンづくりでＮｏ．１を目指します！(株)山翠園  電話：０７７２－６８－０７０７ 

■■■この「やまちゃん通信」は、私と何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■■ 

 
◆雑貨屋さんの奥の部屋。◆ 

こんにちは！いつも大変お世話になっております。山翠園代表の山本昌利です。  

猛暑が続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか。                      

やまちゃん通信第７号をお送りいたします。よろしくお願いいたします。 

さて、前回のやまちゃん通信で「展示場のリニューアルが完成しました！」と書か

せていただきましたが、そのリニューアルした展示場でイベントを開催しました。初

めてのお客様や、たくさんのＯＢのお客様にお越しいただき、全部で 30 組くらいの

方々にお越しいただけました。本当にどうもありがとうございます。 

はじめて来られた方からは、展示場を見るなり「すごいですね～」 「きれいですね

～」といったお言葉をいただき、以前から知っている方々からは、「めっちゃ変わりま

したねぇ（笑）」と言っていただけました。どうも有難うございます！ 

当日は、小さいお子さんを連れて来られる方もけっこういらっしゃり、お子さんたち

には展示場内にある滑り台や、ムービング遊具で元気に遊んでもらえて、“展示場

をリニューアルしてよかった”と、とても嬉しく思いました。オープンしたばかりのガー

デン雑貨のお店“ピースフルガーデン”にもたくさんの方が来てくださり、（置いてあ

る雑貨を手に取りながら）「かわいい～」という声がたくさん聞こえてきました。 

また、ガーデン雑貨をご購入してくださる方がたくさんいらっしゃったのですが、その

中で数名の方から、別のご依頼をいただきました。実は店内の奥が、（３．５ｍ×２．

５ｍくらいの）ちょっと、こじゃれたスペースになっていまして、そのスペースが結構人

気で、それと同じのを作ってほしいというご依頼があったのです。 

もちろん、お庭のプラン作成のご依頼やお見積もりのご依頼もたくさん頂きまた。 

本当にどうも有難うございました！ 

次回は、８月３日（土）にチャリティーイベントを開催しよ 

うと考えています。是非、お越しください！追伸：８月か９月

に毎年恒例の松倉絵馬市にも行ってくる予定です（笑）。 
↑ピースフルガーデン店内 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■やまちゃん通信ご不要の方は、お手数ですがお名前を書いてそのままＦＡＸして頂くか、お電話にてお申し付けください。■ 

 

 

 

山本 昌利 

【発行者プロフィール】  

“ゆとり”と“やすらぎ”のガーデンづくりでＮｏ．１を目指す社長 

 山本 昌利（やまもと まさとし） 

◆生年月日：昭和３３年３月２４日生まれ ◆出身地：京丹後市大宮町 

◆趣味：国内で食べ物がおいしいところへの旅行（主に熊本、長野） 

◆家族構成：両親、妻、娘３人 ◆好きな食べ物：地鶏、魚、たまご焼き 

【発行元】  

“ゆとり”と“やすらぎ”のガーデンづくりでＮｏ．１を目指します！(株)山翠園 

〒６２９－２５０２ 京都府京丹後市大宮町河辺３７１５－１  

ＴＥＬ：０７７２－６８－０７０７（８：００～１７：００） ＦＡＸ：０７７２－６８－０８２１ 

◆やまちゃんおすすめのコーナー◆ 

与謝郡与謝野町の「クッチーニ」さん 

このコーナーでは、私山本がここはいいなと思ったお店などを、ご紹介させていた

だきます。今回ご紹介させていただくのは、欧風ダイニングの「クッチーニ」さんで

す。ランチで、蛸のパスタをいただいたのですが、本当に美味しかったです。また、

クッチーニの岩西シェフから、嬉しいお話をいただきました。なんと、「やまちゃん通

信を見て来ました！」と言っていただけると、お食事の方限定で、岩西シェフからデ

ザートのサービスがあるそうです！いますぐクッチーニさんに行きましょう（笑）！       

■「クッチーニ」さん 

電話：0772-42-0912 

住所：京都府与謝郡与謝野町 

字下山田８２ 

定休日：火曜日・第３水曜日 

※おすすめのお店がありましたら、 

是非、紹介してくださいね！ 

◆発行者コラム◆ 

最後までお読みいただき、どうも有難うございます！   

私がこの業界に入るきっかけとなった恩師、（大学の先生） 

鈴木先生に１０年ぶりくらいにお会いし感激しました。いつま

でも元気でいていただきたいと心より思いました。山本昌利 
↑鈴木先生と私 


